
貿易と関税・目次（2003年1月～12月）
タイトル 著者名 年数 月数 頁

【単発・特集等】
・最近における国際経済の話題 久保田勇夫 2003 1 4
・最近の関税政策・税関行政について 浦西友義 2003 3 4
・米国の新しい関税安全保障イニシアティブについて 牧原秀樹 2003 3 44
・構造改革はどうなるのか 加藤 寛 2003 4 4
・ウズベキスタンと日本、北朝鮮による拉致問題 中山恭子 2003 5 4
・民間及び政府等による平成15年度の経済見通し 西村綱記 2003 5 12
・最近の世界経済情勢と日本 黒田東彦 2003 6 4
・WTO体制下での地域自由貿易協定のあり方 久永拓馬 2003 7 18
・税関近代化を巡る米国の国家戦略 福重良文 2003 7 34
・電子商取引の安全性と信頼性確保に関する韓国の法整備 金 善玉 2003 7 42
・イラク戦争後の国際石油情勢と日本の立場 坂本吉弘 2003 8 4
・日本経済の再構築を考える 吉田和男 2003 9 4
・WTO農業交渉の2レベル・ゲーム分析 小林献一 2003 9 22
・TRIPS協定と医薬品アクセス 山根裕子 2003 9 50
・新規ビジネス創出と組織マネジメント 松永真理 2003 10 4
・WTO体制下のエコラベル措置 岩田伸人 2003 10 22
・日本経済の構造問題 中谷 巌 2003 11 4
・タイのアンチダンピング法・1 吉田 崇 2003 11 40
・現代の消費トレンドを見る─めきき消費者の登場と〈めききの法則〉 四元正弘 2003 12 4
・タイのアンチダンピング法・．2 吉田 崇 2003 12 17

連載等

◆潮流・国際経済の中から
177・再編が進む銀行、企業体制と外国モデルの限界 島田克美 2003 1 2
178・問われる企業の大義と公正さの規律 〃 2003 2 2
179・不安を増す世界で存在感を高める中国とアジア経済 〃 2003 3 2
180・世界とアメリカの新たな関係の構図と日本の立場 〃 2003 4 2
181・戦争下の国益論と経済的利害の深層 〃 2003 5 2
182・日本における新保守主義と経済構造との相克 〃 2003 6 2
183・日本企業の地獄脱出と経済における課題の変化 〃 2003 7 2
184・地域重視型経済論台頭の意義と限界 〃 2003 8 2
185・日本企業の組織能力に目を向けよう 〃 2003 9 2
186・石油資源不足の東アジアと日本の経験 〃 2003 10 2
187・市場主義改革下の貧困層の問題 〃 2003 11 2
188・企業中心の日本経済再生とその意味 〃 2003 12 2

◆WTO新ラウンドーその論点と展望
1・貿易円滑化 松平忠承 2003 1 12
2・関税交渉 鶴田 仁 2003 2 4
3・地理的表示と原産地規則 長谷川実也 2003 3 26
4・アンチダンピング協定の明確化・改善 矢幅直彦 2003 4 16
5・WTOとIMF・世界銀行の政策の一貫性 平田哲也 2003 5 25
6・地域貿易協定 島田美波 2003 6 14
7・電子商取引《関税の側面から》 鶴田 仁 2003 7 4
8・ルールの柔軟牲 松平忠承 2003 8 20
9・WTOにおける貿易と環境の議論 近藤嘉智 2003 9 14
10・第5回閣僚会議について 鶴田 仁 2003 11 13

◆経済規制の国際的調和
2・関税関連諸規則の国際的調和・1 中川淳司 2003 1 26
3・関税関連諸規則の国際的調和・2 〃 2003 2 14
4・通商救済制度の国際的調和・1 〃 2003 3 14
5・通商救済制度の国際的調和・2 〃 2003 4 26
6・通商救済制度の国際的調和・3 〃 2003 5 32
7・通商救済制度の国際的調和・4 〃 2003 6 32
8・基準認証制度の国際的調和・1 〃 2003 8 29
9・基準認証制度の国際的調和・2 〃 2003 10 34
10・知的財産権の国際的調和・1 〃 2003 12 34

◆中国新政権の経済運営を統む
1・経済政策決定メカニズムを中心に 大西靖 2003 6 20
2・経済政策歳時記、基本経済路線、経済統計の信憑性等 〃 2003 7 27
3・中国マクロ経済状況 強さと脆弱性の共存 〃 2003 8 44
4・財政システムと金融システムの現状及び課題 〃 2003 9 38
5・企業システム、貿易・投資システム、関税・税関、日本の対応 〃 2003 11 56

◆米州における貿易・投資自由化の法的枠組み
6・自由化の法的枠組みの現状 国際法（投資）〈その2〉 櫻井雅夫 2003 1 46
7・FTAAの構想 〃 2003 2 42
8・FTAA交渉の目的と問題点 〃 2003 4 39
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◆クローバル商取引法と国際商事仲裁
・ウィーン売買条約 新堀 聰 2003 2 26
・ユニドロワ国際商事契約原則・1 〃 2003 6 44
・ユニドロワ国際商事契約原則・2 〃 2003 8 11
・ユニドロワ国際商事契約原則・3 〃 2003 10 13
・ユニドロワ国際商事契約原則・4 〃 2003 11 22

◆ボーダーレス・エコノミーヘの法的視座
139・真のIT革命の達成と『NTT解体論議の愚かさ』─『国内』『公正競争』議論の暴走
vs．『NTTの世界的・総合的な技術力』への適正なる評価（中‐ⅩⅩⅡ）

石黒一憲 2003 1 54

140・〃（中‐ⅩⅩⅢ） 〃 2003 2 51
141・〃（中‐ⅩⅩⅣ） 〃 2003 3 52
142・〃（下） 〃 2003 4 52
143・『規制改革』から『知的財産権の諸相』へ（上） 〃 2003 5 49
144・『規制改革』から『知的財産権の諸相」へ （中・Ⅰ） 〃 2003 6 25
145・『規制改革』から『知的財産権の諸相』へ （中・Ⅱ） 〃 2003 7 56
146・『規制改革』から「知的財産権の諸相』へ （下） 〃 2003 8 56
147・フランス司法省＝パリ第一大学共催『インターネット法国際コロキウム』（二〇〇一
年十一月十九～二十日、於フランス国民議会）報告の邦訳（上）

〃 2003 9 61

148・〃（下） 〃 2003 10 55
149・『法と経済（Law vs. Economics)』から『法と技術（Law & Technology）』へ‐石黒
『IT戦略の法と技術』［二〇〇三年・信山社］所収論文執筆の基本趣旨と概要（上）

〃 2003 11 65

150・〃（下） 〃 2003 12 50

◆経営者の時代
1・激変した企業環境 飯田健雄 2003 5 46
2・経営戦略論と未来予測 〃 2003 7 52
3・空洞化問題に潜むもの 〃 2003 11 37
4・中国脅威論を排する 〃 2003 12 47

◆海外事情掲示板
・なぜフィンランドのITはうまくいったのか？ 岩井政之 2003 1 44
・計画経済と市場経済 馬場雄一 2003 2 70
・ソ連時代に逆戻り！？ 下社 学 2003 3 42
・生きる術 小山正志 2003 4 24
・為替管理はいずれ破綻 戸塚隆友 2003 6 30
・行革先進国ニュージーランドの昨今 菅沼光城 2003 10 46

◆産業界はいま、
7・ミネベア株式会社 2003 8 40

◆戦中・戦後の税関史発掘
18・税関記念日の創設 安藤 平 2003 2 40
19・『税関自書』という名の番外白書 〃 2003 3 24
20・幻の「琉球税関庁」外局昇格構想・1 呉屋喜一郎 2003 5 20
21・幻の「琉球税関庁」外局昇格構想・2 〃 2003 10 52
22・栗山税関鑑査官の米国出張報告書 朝倉弘教 2003 11 54

◆貿易・通商アラカルト
12・NAFTA 小林友彦 2003 1 24
13・APEC 福永有夏 2003 2 24
14・FTA （歴史と世界の現状） 間宮 勇 2003 3 50
15・FTA （アジアと日本の現状ならびに今後の対応） 〃 2003 4 14
16・セーフガード 伊藤一頼 2003 5 44
17・アンチダンピング 李 咏根 2003 8 54
18・WTOにおける補助金の規律について 清水幹治 2003 12 15

◆WTO体制下のアンチダンピング制度
12・米国の熱延鋼板アンチダンピング調査（上） 福永有夏 2003 1 40
13・米国の熱延鋼板アンチダンピング調査（中） 〃 2003 2 72
14・米国の熱延鋼板アンチダンピング調査（下） 小林友彦 2003 3 38
15・インド鋼板に対するアメリカのアンチ・ダンピング税の賦課 白 巴根 2003 5 64
16・エジプト‐トルコ産鉄筋鋼に対するダンピング防止措置 濱田太郎 2003 6 71
17・米国のウルグアイラウンド合意実施法第一二九条（c）（1） 伊藤一頼 2003 7 13
18・米国の韓国産ステンレス鋼板に対するアンチダンピング措置（上） 小林友彦 2003 10 48
19・米国の韓国塵ステンレス鋼板に対するアンチダンピング措置（下） 〃 2003 12 30

◆EU法の最前線
36・並行輪入業者による再パッケージの許容性 山岸和彦 2003 1 75
37・ECの黙示的対外権限の範囲 中西優美子 2003 3 75
38・黄金株付与による域内投資の制限 由布節子 2003 4 75
39・EU基本権憲章の位置づけ 大藤紀子 2003 5 75
40・病人の自由移動と各国の健康保険制度 中村民雑 2003 7 75
41・EU法の優位とEU法上の権利の濫用 須網隆夫 2003 8 75
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42・他の加盟国に登記を有する会社法人の当事者能力 上田廣美 2003 10 42
43・ヨーロッパ契約法の将来 中西 康 2003 11 83
44・欧州憲法条約案（二〇〇三年七月十八日案） 中村民雄 2003 12 72
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